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　外側からも内側からも働く個人に影響を与える変化要
素は日々多様化する一方，組織の仕組みは大きくかつ頻
繁には変わらない。ゆえに感受性の高い若手メンバーほ
どギャップに苦しみ，不完全燃焼を抱えたまま燃え尽き
てしまうリスクが増大していると，著者は警告する。ポ
テンシャルの高い人材なのにやたらキャリアアップを焦
り，少し躓くと「もう終わりだ」と悲観し思い詰める傾
向もその兆候といえるのではないだろうか。このような
場面で本人がメンタルをこじらせてしまっては組織マネ
ジメント上でも問題がある。ただ，若手が燃え尽きない
よう手回しよく回避策を打てばいいのかというと，そう
単純でもないようだ。「報われない努力」という経験は必
ずしも全否定される対象ではなく，仕事や働くことの意
味について捉え直す機会とし，望ましい姿を模索する成
長プロセスに欠かせない要素だと本稿では提案されてい
る。相手に共感しつつも一定の距離を取ることや，最善
を尽くしたうえで客観的に限界を知る感覚の体得は，バ
ーンアウトを防ぐ重要なファクターだと語られている。
将来ある優秀な若手が過剰に燃え尽きてしまう事態を避
け，適切に燃え続けてもらうためのマネジメントの距離
感を理解したい。 （編集部）
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若手社員の
バーンアウトの防ぎ方
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～働く意義に立ち返り燃え尽きを予防する方法～


